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は
じ
め
に

ー

賃
上
げ
と
日
本
的
労
使
関
係

　

若
干
乱
暴
な
が
ら
、
本
稿
の
冒
頭
で
直

截
に
い
え
ば
、
企
業
別
組
合
を
機
軸
と
す

る
戦
後
日
本
の
労
使
関
係
は
、
一
つ
の
厄

介
な
体
質
を
孕
ん
で
き
た
の
で
あ
り
、
英

米
的
な
労
働
世
界
と
比
べ
て
、
賃
上
げ
の

推
進
を
不
得
手
な
領
域
と
し
て
き
た
（
上

田
﹇2014

﹈，7
〜
8
頁:cf.

加
藤
﹇1991

﹈，
85

－

86
頁
）。
こ
の
小
論
で
は
以
下
、
90
年
代

後
半
よ
り
石
田
光
男
教
授
が
開
拓
し
て
き

た
仕
事
論
と
報
酬
論
と
い
う
理
論
的
枠
組

み
を
考
察
の
土
台
と
し
な
が
ら
、
雇
用
確

保
で
の
積
極
的
な
役
割
の
裏
面
に
あ
っ
た
、

そ
の
不
得
手
な
領
域
の
内
実
を
確
認
し
、日

本
の
雇
用
関
係
の
構
築
様
式
に
内
在
し
て
、

賃
上
げ
の
エ
ン
ジ
ン
の
あ
り
う
べ
き
所
在

を
前
望
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

〈
賃
上
げ
エ
ン
ジ
ン
〉を
、ど
の
よ
う
に
用
意
す
る
の
か

二
つ
の
焦
点
と
し
て
の
経
営
計
画
と
特
定
最
賃

1
仕
事
管
理
の
機
構
と
、

雇
用
確
保
を
核
心
と
し
た

労
働
組
合
の
貢
献

端
的
に
い
っ
て
、
雇
用
関
係
の
実
体
は

労
働
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
報
酬
（
賃
金
）
支

払
い
の
取
引
関
係
で
あ
っ
て
、
こ
の
取
引
関

係
が
組
織
の
権
限
と
規
則
の
体
系
の
も
と

に
置
か
れ
た
場
合
、
一
方
の
労
働
給
付
の

側
に
は
仕
事
管
理
の
制
度
的
機
構
が
展
開

し
、
他
方
の
賃
金
支
払
い
の
側
に
は
報
酬

管
理
の
諸
制
度
が
展
開
す
る
。
図
表
１
は
、

戦
後
日
本
の
製
造
業
大
企
業
セ
ク
タ
ー
に

お
け
る
そ
の
仕
事
管
理
の
制
度
的
機
構
を
、

背
景
の
企
業
社
会
の
様
式
と
合
わ
せ
て
、

概
念
的
な
模
型
と
し
て
図
示
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

簡
略
に
説
明
す
れ
ば
、
図
表
１
の
仕
事

管
理
の
機
構
の
制
度
的
柱
は
、
第
１
に
キ

ャ
リ
ア
的
に
も
連
続
し
た
経
営
と
労
働
と

い
う
職
場
構
造
の
様
式
（
栗
田
﹇1994

﹈）
を

土
台
に
し
て
、
事
業
計
画
上
で
の
利
益
目

上
田
眞
士

同
志
社
大
学
社
会
学
部
教
授

視
点

3

※1 以下、仕事管理の制度的機構の特徴づけについては、既発表の上田[2019]での議論の要点を整理したものである。

（ロ）仕事管理と企業社会の様式

（イ）事業計画と仕事管理の機構（概念図）

（注）図表の作成にあたっては、石田［2014］，栗田［1994］などの所論を参照した。
（出所）図表（イ）は上田［2019］，図1。（ロ）は上田［2021］，表1にもとづき筆者作成。

職場構造（1）
職場組織の様式 ＊上司（職制機構）を軸とした従業員の結合。

職場構造 (2)
経営と労働の結合様式

＊キャリア的にも連続した経営と労働。
＊上司－部下関係は、職場に非契約的な社員秩序を形成。

組織業績管理の過程 ＊企業レベルから部門レベルを経て、現場に至る経営目標の分解の過程。
＊正社員全階層の参加による進捗管理。

取引様式 ＊目標面談＆査定の過程と個別取引。
＊雇用確保を核とした労使協議の展開。

図表1　仕事管理の機構と企業社会の様式（戦後日本）

【会社レベル】

【仕事の個別化】 目標面談＆査定 【賃金の個別化】

P＝事業計画
　（経営目標）

【部門レベル】

【職場レベル】
D A
C

A

C

動態的な
課業設定

A

C

市場での実績
e.g.
利益
売上げ
市場占有率
･････････

期待と目標
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低迷からの脱出～労働組合だからできること
特 集

標（
Ｐ
）が
、
例
え
ば
部
門
の
原
価
低
減
目

標（
Ｐ
）か
ら
製
造
現
場
の
能
率
管
理
の
目

標（
Ｐ
）へ
と
順
次
分
解
さ
れ
、
具
体
化
さ

れ
て
い
く
組
織
内
で
の
目
標（
Ｐ
）の
展
開
の

過
程
で
あ
る（
上
田
﹇2019 ※
１﹈）。
こ
こ
で
の
ポ

イ
ン
ト
は
、こ
の
目
標
（
Ｐ
）の
垂
直
的
な

展
開
の
過
程
は
、
迅
速
な
適
応
問
題
へ
の

対
応
や
追
加
的
な
改
善
作
業
の
遂
行
な
ど
、

仕
事
管
理
を
め
ぐ
る
経
営
の
要
請
を
端
的

に
表
現
す
る
も
の
だ
と
い
う
点
で
あ
る※２
。

　

第
２
に
仕
事
管
理
の
機
構
の
制
度
的
柱

（
図
表
１
）
は
、
全
社
・
部
門
・
職
場
の
各
階

層
で
目
標
（
Ｐ
）
を
起
点
と
し
て
連
動
的
に

展
開
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
機
構
。
こ
れ
が
二
つ

目
の
制
度
的
な
柱
と
な
る
。
従
業
員
の
な
す

べ
き
具
体
的
な
業
務
は
、各
部
門
や
職
場
の

目
標
（
Ｐ
）
が
表
現
す
る
経
営
の
要
請
へ
の

対
応
行
動
で
あ
り
、
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
対
応
す
べ
き
課
題
が
具
体
的

に
可
視
化
さ
れ
る
に
応
じ
て
、
動
態
的
に

生
成
さ
れ
て
い
く（
石
田﹇2014

﹈39
－

40
頁
）。

や
は
り
こ
こ
で
の
要
点
は
、こ
れ
ら
目
標（
Ｐ
）

の
現
場
へ
の
分
解
の
過
程
（
制
度
的
柱
①
）

と
目
標
（
Ｐ
）
を
起
点
と
す
る
現
場
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
プ
ロ
セ
ス
の
運
行
（
制
度
的
柱
②
）
が
、

能
率
管
理
や
品
質
管
理
の
面
で
、
日
本
的
経

営
の
真
価
で
あ
る
現
場
か
ら
の
〈
改
善
〉
の

積
み
上
げ
を
確
保
し
て
き
た
の
だ
と
い
う

点
で
あ
る
。

　

そ
し
て
第
３
に
図
表
の
底
辺
に
描
か
れ

た
目
標
面
談
＆
査
定
の
過
程
は
、現
場
で
の

義
」
と
い
う
人
間
的
制
約
か
ら
は
自
由
で
は

な
く
、
上
司

－

部
下
関
係
で
は
「
人
が
手

を
下
す
管
理
」
に
ま
つ
わ
っ
て
、
業
務
プ
ロ

セ
ス
に
様
々
な
〈
非
効
率
〉
の
発
生
す
る
の

が
、
む
し
ろ
職
場
の
日
常
の
姿
だ
と
い
う
点

で
あ
る（cf.

ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン﹇1996

﹈，
邦
訳

2
0
2
頁
，
原
書
1
6
8
頁
）。
ま
た
第
２
に

職
場
の
労
働
組
合
は
、
こ
う
し
た
「
現
場
の

泥
水
」（
堀
田
﹇2014

﹈）を
汲
み
上
げ
て
、
部

門
や
職
場
の
レ
ベ
ル
で
仕
事
管
理
の
機
構
に

密
着
し
た
労
使
協
議
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

改
善
業
務
の
遂
行
を
め
ぐ
る
個
別
化
し
た

能
力
発
揮
と
、
査
定
を
通
し
た
処
遇
格
差
の

設
定
が
対
応
す
る
雇
用
取
引
の
個
別
化
を

表
現
し
て
い
る
（
石
田
﹇2016

﹈，
13
頁
：
上
田

﹇2019

﹈，
87
頁
）。
要
す
る
に
、
従
業
員
側
か

ら
の〈
合
意
〉の
調
達
と
い
う
契
機
を
表
現

す
る
も
の
と
し
て
、
仕
事
管
理
の
制
度
的
機

構
の
３
番
目
の
柱
を
構
成
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
以
上
の
３
点
に
わ
た
る
図
解

は
、
主
に
経
営
過
程
に
注
目
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
労
使
関
係
を
観
て
い
な
い
と
い
う
点

で
は
、
仕
事
管
理
の
制
度
的
機
構
の
説
明
と

し
て
は
な
お
十
分
で
は
な
い
。
権
限
関
係
だ

け
で
は
組
織
を
構
成
す
る
一
連
の
雇
用
取
引

を
安
定
的
に
統
御
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
上

司
－

部
下
関
係
だ
け
で
は
仕
事
管
理
の
機

構
も
十
全
に
は
ワ
ー
ク
し
な
い
と
い
う
こ

と
。
こ
の
点
へ
の
考
慮
が
、
四
番
目
の
要
所

と
し
て
は
必
要
と
な
ろ
う
（
上
田
﹇2020

﹈，

92

－

93
頁
）。
要
す
る
に
、
雇
用
確
保
を
大
事

と
す
る
、
仕
事
管
理
の
機
構
に
密
着
し
た
労

働
組
合
の
経
営
協
議
、そ
の
貢
献
が
全
体
像

の
理
解
の
た
め
に
は
不
可
欠
だ
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
図
表
２
の
示
す
も
の
は
、
社
内

の
仕
事
管
理
の
機
構
に
密
着
し
た
職
場
労

働
組
合
に
よ
る
経
営
協
議
会
活
動
の
一
事
例

で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、
つ
ぶ
さ
な
説
明

は
し
え
な
い
が
、
以
下
の
２
つ
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
ろ
う※３
。
第
１
の
要
点
は
、
部
門
長
や
上

司
も
「
限
定
さ
れ
た
合
理
性
」
や
「
機
会
主

そ
の
〈
非
効
率
〉の
解
決
に
貢
献
し
う
る
。

要
す
る
に
、
そ
う
し
た
意
味
で
労
働
組
合
の

貢
献
は
、
現
場
改
善
の
積
み
上
げ
を
特
質
と

す
る
日
本
の
仕
事
管
理
の
機
構
の
不
可
欠

な
一
環
を
構
成
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
て
お
け
ば
，
一
つ
に
は
現

場
改
善
を
特
質
と
す
る
日
本
の
仕
事
管
理

は
，
事
業
計
画
を
起
点
と
し
て
現
場
に
ま
で

到
達
す
る
一
連
の
目
標
（
Ｐ
）
の
展
開
の
過

程
と
、
そ
れ
を
軸
と
し
て
全
階
層
的
に
連
動

す
る
進
捗
管
理
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
の
運
行
を
中

※２　経営の要請の内容については、熊沢[2013]，114-116頁も参照した。
※３　図表2の経営協議については、上田[2020]，99-102頁で詳しく解説している。二つのポイントの指摘は、そこでの議論の要約的な紹介である。

部　門 テーマ

グローバル調達本部 コストダウン等の取り組みと若手の育成を含めた
マネジメント等の職場課題について

商品開発Ｇ 〇〇の開発における課題（技術課題や高負荷状況等々）と
時間管理の徹底等について①

〇〇製造部 〇〇新工場の立ち上げも踏まえた〇〇工場再編に伴う
リソース不足等に対するマネジメントについて

全部門 支部大労働協議会
１．H30年度支部活動重点について　２．「総対話３Ｃ運動」について

商品開発Ｇ 〇〇の開発における課題（技術課題や高負荷状況等々）と
時間管理の徹底等について②

商品開発Ｇ 〇〇の開発における課題（技術課題や高負荷状況等々）と
時間管理の徹底等について③

商品開発Ｇ 「開発期間短縮」「開発効率化」の観点からの
シミュレーションツール活用について①

商品開発Ｇ 〇〇の開発における課題（技術課題や高負荷状況等々）と
時間管理の徹底等について④

生産技術部 今後のグローバル拠点への対応を担う生産技術部の
具体的な仕事の方向性や役割の明確化等について

〇〇生産部門
グローバル調達本部

コストダウン極大化の取り組みに関する経協
１．部品の共通化について　２．機種統廃合について

〇〇製造部・○○製造部・
生産技術部・企画部
グローバル調達本部

生産に関する経営協議会　
１．○○を中心とした増産対応について
　（生産計画、部品供給、生産体制、営業への製品供給など）　
２．負荷が増大する中での時間管理の徹底について

商品開発Ｇ 「開発期間短縮」「開発効率化」の観点からの
シミュレーションツール活用について②

生産技術部 マネジメント等の職場課題について

図表2　Ａ労組Ｓ支部での経営協議（例）

（出所）上田[2020]，表5-2にもとづき作成。原資料は、Ｓ支部機関誌(2018年10月9日)より。
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核
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
一
つ
に

は
、
労
使
協
議
を
通
し
た
労
働
組
合
の
貢

献
は
、
そ
の
仕
事
管
理
の
機
構
の
十
全
な
ワ

ー
キ
ン
グ
の
本
質
的
な
構
成
部
分
で
あ
る
こ

と
。
こ
れ
ら
の
点
が
仕
事
論
的
な
理
解
の
要

所
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
点
は
少
々
迂

遠
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、〈
賃
上
げ
エ
ン
ジ

ン
〉
を
ど
の
よ
う
に
用
意
す
る
の
か
、
そ
の

主
題
を
以
下
で
検
討
し
て
い
く
上
で
も
大

事
な
鍵
と
な
る
。

2
目
標
面
談
＆
査
定
の
過
程
と
、

不
明
瞭
な〈
賃
上
げ
エ
ン
ジ
ン
〉

日
本
的
な
雇
用
関
係
の
特
質
を
め
ぐ
っ

て
、
い
ま
一
つ
確
認
す
べ
き
点
は
、
仕
事
管

理
の
制
度
的
機
構
の
裏
面
に
存
在
す
る
、
報

酬
制
度
の
特
質
と
そ
れ
が
団
体
交
渉（
春
闘
）

の
展
開
に
及
ぼ
す
制
約
で
あ
る
。
た
し
か
に

上
述
の
仕
事
論
的
な
観
点
で
は
、
企
業
別

組
合
の
経
営
参
加
の
展
開
は
、
生
産
性
向

上
運
動
や
品
質
管
理
へ
の
貢
献
を
通
し
て
、

事
業
計
画
目
標
の
実
現
や
組
合
の
生
命
線

で
あ
る
雇
用
確
保
の
達
成
に
積
極
的
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
管
見
の
限
り

で
は
、
他
方
で
昨
今
の
日
本
に
お
け
る
団
体

交
渉
（
春
闘
）
の
展
開
は
、
戦
後
の
報
酬
制

度
の
特
質
に
由
来
す
る
〈
賃
上
げ
エ
ン
ジ
ン
〉

の
不
調
を
背
景
に
、
迫
力
の
不
足
と
い
う
困

難
に
直
面
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

　

図
表
３
は
、
伝
統
的
な
賃
金
制
度
の
分
類

軸
を
ク
ロ
ス
さ
せ
て
、４
つ
の
領
域
へ
と
賃

金
制
度
と
企
業
社
会
の
秩
序
を
区
分
し
た

類
型
化
の
試
み
で
あ
る（
上
田
﹇2011

﹈，119

頁※
４）。
横
軸
に
は
、経
営
体
の
組
織
性
格
に
関

わ
る
、〈
仕
事
〉基
準
vs
〈
人
〉
基
準
と
い

う
分
類
軸
が
と
ら
れ
て
お
り（
津
田﹇1995

﹈，

第
２
章
）、
縦
軸
に
は
上
司
に
よ
る
査
定
の

有
無
と
い
う
分
類
軸
が
と
ら
れ
て
い
る
。
順

不
同
と
は
な
る
け
れ
ど
も
、
象
限
Ⅳ
は
英
米

的
な
伝
統
の
労
働
組
合
主
義
の
肥
沃
な
土

壌
で
あ
っ
た
職
務
主
義
的
賃
金
制
度
の
世

界
で
あ
り
、
横
軸
上
の〈
仕
事
〉基
準
で
は

職
務
の
価
値
で
賃
金
水
準
の
高
低
が
決
ま

り
、
縦
軸
上
で
は
一
般
労
働
者
の
賃
金
決

定
に
査
定
が
入
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

労
働
力
の
銘
柄
（
職
務
）ご
と
に
、
査
定
格

差
の
な
い
一
つ
の
賃
金
率
が
対
応
す
る
、
い

わ
ゆ
る
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
が
鮮
明

な
報
酬
世
界
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う

し
た
企
業
社
会
の
も
と
で
は
、石
田
﹇2003

﹈

が
早
く
か
ら
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
労
働

者
に
と
っ
て
は
ト
レ
ー
ド
・
ユ
ニ
オ
ン
に
結

集
し
て
経
営
サ
イ
ド
と
集
団
的
に
取
引
し
、

賃
金
表
を
全
体
と
し
て
改
定
し
て
い
く
以
外

に
賃
金
水
準
向
上
へ
の
方
途
は
存
在
し
な
い

（
同
上
書
，1
9
8

－

1
9
9
頁
）。
要
す
る
に
、

積
極
的
な
賃
金
改
善
を
経
営
管
理
の
運
行
の

与
件
の
位
置
に
置
こ
う
と
す
る
、
強
力
な
集

団
取
引
（
団
体
交
渉
）
と
い
う
明
確
な
〈
賃

上
げ
エ
ン
ジ
ン
〉が
、
こ
の
象
限
Ⅳ
の
職
場

の
界
隈
に
は
存
在
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
。

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
の
点
に
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

次
い
で
図
表
３
の
象
限
Ⅱ
は
、
肝
心
の

戦
後
日
本
の
企
業
別
組
合
が
永
く
直
面
し

て
き
た
能
力
主
義
的
賃
金
制
度
の
世
界
で

あ
り
、横
軸
上
の〈
人
〉基
準
で
は
職
務
遂

行
能
力
（
人
の
属
性
）の
格
付
け
に
応
じ
て

賃
金
水
準
の
高
低
が
左
右
さ
れ
、
縦
軸
上

で
は
従
業
員
個
人
の
賃
金
決
定
に
査
定
に

よ
る
格
差
付
け
が
入
っ
て
い
る
（
目
標
面

談
＆
査
定
）。
し
た
が
っ
て
、
職
能
資
格
制

度
を
支
柱
と
し
て
、
昇
給
の
多
少
や
昇
格

の
遅
速
を
め
ぐ
っ
て
従
業
員
相
互
の
競
争

的
な
働
き
ぶ
り
が
組
織
さ
れ
る
、
雇
用
取

引
の
個
別
化
の
原
則
が
鮮
明
な
報
酬
世
界

と
い
う
こ
と
に
な
る
。一
つ
重
大
な
こ
と
は
、

査
定
を
通
じ
た
競
争
的
な
昇
給
や
昇
格
の

可
能
性
が
、
従
業
員
個
人
の
レ
ベ
ル
で
、

団
体
交
渉
（
春
闘
）へ
の
結
集
や
迫
力
を
絶

え
ず
掘
り
崩
し
て
い
く
、
そ
う
し
た
力
学

が
働
か
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
点
で
あ
る

（
石
田
﹇2003

﹈，1
9
9
頁
）。要
す
る
に
、
戦

後
日
本
の
大
企
業
に
近
接
す
る
象
限
Ⅱ
の

企
業
社
会
で
は
、
象
限
Ⅳ
の
企
業
社
会
を

特
徴
づ
け
た
職
場
か
ら
の
〈
賃
上
げ
エ
ン

ジ
ン
〉の
存
在
が
、
ど
う
し
て
も
不
明
瞭
と

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

3
〈
賃
上
げ
エ
ン
ジ
ン
〉を

ど
の
よ
う
に
用
意
す
る
の
か

―
若
干
の
手
探
り
的
検
討

　

大
雑
把
に
言
え
ば
、
象
限
Ⅳ
の
伝
統
の

英
米
的
な
労
働
世
界
に
あ
っ
た
よ
う
な
、
強

力
な
〈
賃
上
げ
エ
ン
ジ
ン
〉
は
、
象
限
Ⅱ
の

戦
後
日
本
の
労
使
関
係
に
は
見
当
た
ら
な

い
。
し
か
し
、
経
営
と
労
働
が
截
然
と
階
層

分
断
さ
れ
た
よ
う
な
英
米
的
労
働
世
界
が
、

必
ず
し
も
麗
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
で
は
、
※４　 図表3の類型化については、上田[2011]，113-122頁で詳しく論じている。
　　 また、〈仕事〉基準 VS.〈人〉基準という考え方については、石田[2014],40頁なども参照している。

図表3　賃金制度と企業社会の秩序

（出所）上田[2011]，図2にもとづき筆者作成。熊沢[1997]，図1も参照した。

Ⅱ.能力主義的
賃金制度

Ⅰ. 英米的な
「成果主義」？

Ⅲ.年功主義的
賃金制度

Ⅳ.職務主義的
賃金制度

査定有り
（競争主義）

〈人〉基準
身分的秩序

〈仕事〉基準
契約的秩序

査定無し
（平等主義）
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低迷からの脱出～労働組合だからできること
特 集

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
精
緻
な
仕
事
管
理

の
機
構
と
能
力
主
義
の
賃
金
制
度
を
特
徴

と
す
る
象
限
Ⅱ
の
日
本
の
労
働
現
場
に
、
明

確
な
〈
賃
上
げ
エ
ン
ジ
ン
〉
を
用
意
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。
こ
の
点
を
最
後
に
試
論

的
に
検
討
し
て
み
た
い
。
再
度
こ
こ
で
〈
賃

上
げ
エ
ン
ジ
ン
〉
の
根
本
を
確
認
し
て
お
け

ば
、
そ
れ
は
積
極
的
な
賃
金
改
善
を
経
営

過
程
の
運
行
の
与
件
の
位
置
に
置
こ
う
と

す
る
、
労
働
組
合
主
義
の
強
力
な
指
向
で

あ
る
よ
う
に
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
し

た
指
向
を
日
本
の
雇
用
取
引
の
構
築
様
式

に
内
在
的
に
、
ど
の
よ
う
に
制
度
化
で
き
る

の
か
。
こ
の
点
の
考
察
が
、
手
探
り
的
検
討

の
核
心
と
な
ろ
う
。
二
つ
の
焦
点
は
、
私
見

の
限
り
で
は
第
１
に
経
営
計
画
へ
の
労
働

組
合
の
関
与
の
あ
り
方
で
あ
り
、
第
２
に
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
１
）手
探
り
的
検
討
①
：
処
遇
改
善

の
不
退
転
な
目
標
と
中
期
経
営
計
画

　

一
つ
の
方
向
性
は
、敢
え
て
提
言
す
れ
ば
、

労
使
協
議
の
深
化
と
徹
底
を
通
じ
て
、
積

極
的
な
処
遇
改
善
を
不
退
転
の
目
標
と
し

て
入
れ
込
ん
だ
中
期
経
営
計
画
を
労
使
合

意
で
設
定
し
て
行
く
。
そ
し
て
、
そ
の
中
期

経
営
目
標
を
与
件
と
し
て
、
複
数
年
次
に
わ

た
っ
て
計
画
的
に
労
使
共
同
で
賃
金
改
善

を
推
し
進
め
る
。
こ
う
し
た
企
業
体
制
の
創

出
に
、
労
働
組
合
の
挑
戦
的
な
課
題
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。「
人
へ
の
投
資
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
る
な
ら
、
そ
れ
を
具

体
化
し
た
処
遇
改
善
を
中
期
経
営
計
画
の

不
退
転
の
目
標
と
し
て
は
っ
き
り
と
定
置

す
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
を
必
達
の
目
標
と
し

て
文
字
通
り
労
使
共
同
で
、
年
次
の
事
業

計
画
に
も
と
づ
く
事
業
展
開
を
追
い
か
け

る
。
そ
う
し
た
様
式
で
、
年
次
に
進
行
す

る
経
営
過
程
の
与
件
と
し
て
積
極
的
な
賃

金
改
善
を
位
置
づ
け
よ
う
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
の
基
本
的
な
着
想
は
、
筆
者
の

勝
手
な
想
念
で
い
え
ば
、
は
っ
き
り
と
し

た
将
来
の
目
標
や
将
来
の
期
待
が
駆
動
す

る
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ン
と
し
て
の
活

力
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る

（cf.

宮
本
﹇1991

﹈，1
3
7

－

1
3
8
頁
）。

　

関
連
し
て
重
要
と
な
る
課
題
と
し
て
は
、

〈
生
産
性
〉と
〈
賃
金
〉
の
関
係
を
再
考
す
る

こ
と
、賃
金
改
善
を
図
る
に
あ
た
っ
て
〈
生

産
性
〉の
心
理
的
な
縛
り
を
緩
め
る
こ
と
、

は
っ
き
り
言
え
ば
生
産
性
基
準
原
理
に
由

来
す
る
束
縛
か
ら
脱
け
出
す
こ
と
、
こ
の

点
の
努
力
も
必
要
と
な
ろ
う
。
誤
解
の
な

い
よ
う
に
い
え
ば
、
中
期
的
に
は
生
産
性
向

上
と
賃
金
改
善
は
バ
ラ
ン
ス
し
な
い
と
い

け
な
い
。
し
か
し
、
短
期
的
に
は
賃
金
改
善

が
先
行
し
、
生
産
性
の
伸
び
を
上
回
っ
て
も

構
わ
な
い※５
。
あ
く
ま
で
イ
メ
ー
ジ
的
な
話
と

な
る
け
れ
ど
も
、
中
期
経
営
計
画
で
定
置

さ
れ
た
具
体
的
な
処
遇
改
善
目
標
に
向
け

て
、
複
数
年
次
に
わ
た
っ
て
計
画
的
に
賃
金

改
善
を
進
め
る
。
そ
の
既
定
の
賃
金
上
昇

の
負
担
を
償
う
べ
く
、
労
使
共
同
で
懸
命
に

生
産
性
向
上
を
追
い
か
け
て
い
く
。
構
図

と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
整
理
が
基
本
と
な

ろ
う
。
管
見
の
限
り
で
は
、
第
１
節
で
検
討

し
た
三
つ
の
制
度
的
柱
よ
り
な
る
仕
事
管

理
の
機
構
と
、
そ
の
仕
事
管
理
の
機
構
の

十
全
な
ワ
ー
キ
ン
グ
の
本
質
的
な
構
成
部

分
で
あ
っ
た
労
働
組
合
の
貢
献
、
こ
れ
ら
は

そ
う
し
た
労
使
共
同
で
の
取
り
組
み
を
可

能
と
す
る
仕
掛
け
と
な
り
う
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
手
探
り
的
検
討
②
：
大
括
り
な

仕
事
銘
柄
で
の
特
定
最
賃
規
制
の
追
求

　

戦
後
日
本
の
制
度
に
内
在
し
て
、
経
営

過
程
の
運
行
の
与
件
の
位
置
に
積
極
的
な

賃
金
改
善
を
置
く
た
め
の
い
ま
一
つ
の
方
向

性
は
、「
基
幹
的
労
働
者
」を
大
括
り
な
仕
事

銘
柄
と
し
て
捉
え
る
制
度
改
鋳
を
通
し
て
、

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
に
単
な
る
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
は
な
い
、「
企
業
の
枠
を

越
え
た
労
働
条
件
決
定
シ
ス
テ
ム
」（
金
属

労
協
）と
し
て
の
内
実
を
与
え
て
い
く
こ
と
、

こ
の
点
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
図
表
４

は
、
連
合
大
阪
の
特
定
最
低
賃
金
あ
り
方
研

究
会
報
告
書
か
ら
の
抜
粋
で
あ
り
、
若
干

古
い
政
策
提
言（
上
田﹇2017

﹈）な
が
ら
、「
基

幹
的
労
働
者
」
を
当
該
産
業
の
世
界
に
〈
定

着
〉
す
る
〈
住
人
〉
と
し
て
理
念
的
に
定
義

し
た
上
で
、
そ
の
大
括
り
な
仕
事
銘
柄
で
横

断
的
な
ミ
ニ
マ
ム
賃
金
規
制
を
め
ざ
す
二
つ

の
政
策
的
試
み
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

簡
単
に
敷
衍
す
れ
ば
、
第
１
に
図
表
中

の
「
産
業
の
入
口
賃
金
」
方
式
は
、
当
時
の

電
機
連
合
が
検
討
中
で
あ
っ
た
政
策
方
向

で
あ
り
、
当
該
産
業
の
世
界
で
の
技
能
形

成
の
開
始
期
に
照
準
を
合
わ
せ
て
、
特
定

（
産
業
別
）
最
賃
の
位
置
づ
け
を
単
な
る
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
か
ら
産
業
の
「
入
口
賃
金

※5　 この点については、同志社大学連合寄附講座での髙木郁朗氏の講演より、多くを教えられた。

図表4　大括りな仕事銘柄で、ミニマム賃金規制をめざす二つの政策的試み

（出所）連合大阪特定（産業別）最低賃金のあり方研究会報告書，14頁。

基幹的労働者の定義
（括り方の基本）

特定（産業別）
最低賃金の位置づけ

目標基準の設定
（ボトムラインの引き方）

「産業の入口賃金」
方式

「継続した雇用」に対す
る高い期待度
（具体的には『常用雇
用労働者』に分類され
る労働者）

産業における
セーフティネットから、
特定産業における
「入口賃金水準」を設定
するものへと変更

「企業内最低賃金および高卒
初任給」と「同水準をめざす」
（技術形成の開始期に照準）

「一人前ミニマム」
方式

「一定のまとまった範
囲の仕事について」
「自分で判断し責任を
もって行っている」
「一人前労働者」

「一人前労働者」とい
う銘柄に着目したミニ
マム賃金（下限賃金）
に変更

近似的には「30歳年齢ポイ
ント」×「常用雇用労働者（臨
時労働者の除外）」に照準を
あてる、大きく「『高卒初任給』
を上回る性質をもった」もの
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水
準
を
設
定
す
る
も
の
」
へ
と
変
更
し
よ
う

と
す
る
点
に
、そ
の
政
策
的
な
特
色
が
あ
る
。

運
動
論
的
な
革
新
と
し
て
は
、「
高
卒
初
任

給
」
と
同
水
準
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
特

定
（
産
業
別
）最
賃
と
企
業
内
最
低
賃
金
協

定
と
の
連
動
性
を
高
め
る
こ
と
、
言
い
換
え

れ
ば
横
断
的
な
ミ
ニ
マ
ム
水
準
の
設
定
と
企

業
別
単
組
レ
ベ
ル
の
個
別
賃
金
要
求
の
取

り
組
み
を
結
び
つ
け
る
こ
と
、
そ
れ
ら
が
こ

こ
で
の
想
定
の
核
心
と
な
ろ
う
。

　

ま
た
第
２
に
、
図
表
中
の
「
一
人
前
ミ
ニ

マ
ム
」
方
式
は
、
当
時
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
が
検
討
中

で
あ
っ
た
政
策
方
向
で
あ
り
、
特
定
水
準

の
技
能
を
形
成
し
た
「
一
人
前
労
働
者
」
の

到
達
時
点
（
近
似
的
に
は
30
歳
年
齢
ポ
イ
ン

ト
）に
照
準
を
合
わ
せ
て
、
特
定
（
産
業
別
）

最
賃
の
位
置
づ
け
を
「『
一
人
前
労
働
者
』

と
い
う
銘
柄
に
着
目
し
た
ミ
ニ
マ
ム
賃
金
」

水
準
を
設
定
す
る
も
の
へ
と
変
更
し
よ
う

と
す
る
点
に
、
そ
の
政
策
的
な
特
色
が
あ

る
。
や
は
り
こ
こ
で
も
、
特
定
最
賃
に
よ
る

企
業
横
断
的
な
ミ
ニ
マ
ム
水
準
の
設
定
を
、

企
業
別
労
働
組
合
の
個
別
賃
金
要
求
の
取

り
組
み
と
結
合
さ
せ
る
こ
と
、
こ
の
点
が
運

動
論
的
に
は
核
心
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
（cf.

連
合
﹇2021

﹈，
34

－35
頁
）。

　

結
び
に
試
論
的
検
討
の
要
点
を
再
度
確

認
し
て
お
け
ば
、
戦
後
日
本
の
制
度
に
内

在
し
て
、
積
極
的
な
賃
金
改
善
を
経
営
過

程
の
運
行
の
与
件
の
位
置
に
置
く
た
め
に

は
、
二
つ
の
方
向
性
が
あ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
一
つ
の
方
向
性
は
、
労
使

協
議
の
深
化
と
徹
底
を
通
じ
て
、
積
極
的

な
処
遇
改
善
を
入
れ
込
ん
だ
中
期
経
営
計

画
（
経
営
目
標
）
を
労
使
合
意
で
設
定
し
て

い
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
企
業
内
で
の
年
次

の
経
営
過
程
の
運
行
が
踏
ま
え
る
べ
き
前

提
と
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
方
向
の
追
求
で

あ
る
。
ま
た
、い
ま
一
つ
の
方
向
性
は
、「
基

幹
的
労
働
者
」
を
大
括
り
な
仕
事
銘
柄
と

し
て
捉
え
る
制
度
改
鋳
を
通
し
て
、特
定（
産

業
別
）
最
低
賃
金
に
単
な
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
で
は
な
い
、「
企
業
の
枠
を
越
え
た
労

働
条
件
決
定
シ
ス
テ
ム
」と
し
て
の
内
実
を

与
え
て
い
く
。
そ
う
し
た
方
向
に
足
を
踏

み
出
す
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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